
3跡

彙

報

紙
本
鮭
倉
學
會

　
霞
心
一
驚
脅
雛
會
第
二
十
｝
陶
大
倉
は
六
月
瀧
臼
ユ
ハ
厩
の
購
臼
に
わ
た
り

京
都
大
墨
と
隅
志
融
大
雛
に
於
い
て
開
催
さ
れ
た
が
、
全
鶴
の
敢
闘
泓
畿

と
聴
講
鷺
が
多
撒
奪
重
し
盛
禽
で
あ
っ
た
。

　
研
究
獲
衰
は
融
随
一
論
の
部
と
勝
殊
嘩
繍
の
部
に
分
っ
て
行
は
れ
漕
銘

器
目
の
午
後
に
は
記
念
縫
獣
會
が
行
は
れ
た
。
研
究
雲
表
並
に
講
溝
禽
の

画
一
審
は
次
の
加
洲
く
で
瀞
の
る
。

融
曾
驚
諭
の
綿
、
T
）
口
紅
愚
と
地
理
嬢
と
の
焚
渉
に
つ
い
て
軍
大

理
畢
部
　
小
堀
　
巖
、
（
2
）
驚
禽
學
に
於
け
る
「
コ
ム
ミ
凱
1
こ
テ
ィ
し
の

織
　
麟
…
轟
蟹
濱
勲
牒
鰍
り
早
灘
　
利
…
灘
、
（
3
）
鰍
奪
…
雛
二
分
薮
に
つ
い
て
寮
小
京
女

高
師
　
濾
水
駿
弘
、
（
4
）
鰍
一
日
墜
に
於
け
る
蹴
譲
・
腿
史
．
攻
策
　
山
口

維
專
王
竺
雄
．
（
5
）
知
識
の
融
魯
酌
拘
凍
と
反
映
小
松
竪
太
鄭
、

（
6
）
し
，
。
。
博
。
葺
鴇
§
畠
導
9
ρ
葺
。
問
志
芸
大
攣
男
夷
・
9
§
帰
・
、

（
7
）
敢
會
畢
と
民
俗
雛
と
の
闘
係
黙
京
都
志
村
霧
雄
、
（
8
）
民
族
學

に
於
け
る
飼
入
の
再
騨
蟹
と
糟
聯
病
環
畢
　
第
一
｝
塁
縄
　
鈴
太
・
一
…
灘
、

（
9
＞
結
含
の
背
後
に
あ
る
も
の
　
横
濱
経
尊
　
ゆ
細
工
」
、
（
鐙
）
市
斑
臨

無
隅
A
何
の
一
等
蹄
越
　
購
†
稻
田
大
嶺
　
｛
践
…
…
雛
民
灘
．
（
ユ
ー
）
シ
ュ
パ
ン
の
肱
盆
鵜
㎜
、
驚
飾
鵬

に
つ
い
て
　
京
都
大
雛
　
鼠
井
納
7
駕
、
（
捻
）
鋤
「
題
一
巾
野
藩
塀
一
己
の
瀞
凸
表

に
欝
す
る
鋤
例
高
随
保
欝
、
驚
）
蹟
弱
腰
単
解
の
源
流
　
漏
庫
大
學

齋
羅
鷲
『
（
難
）
購
薬
科
畢
と
し
て
の
瓶
禽
熟
眠
塞
大
半
縄
暢
鞠
劣
、

　
（
1
6
）
欧
治
的
無
闘
開
心
の
現
”
掠
に
つ
い
て
　
仙
慶
布
　
新
明
蕉
蓮
、
（
1
6
）
馳

　
倉
史
の
縦
念
に
つ
い
て
　
碍
本
大
撚
・
　
…
糧
弥
蕉
太
郎
、
（
1
7
）
激
徳
鮭
斎
M
撃

　
の
尚
題
　
兵
庫
縣
立
工
專
　
長
谷
撫
寅
雄
．
（
蛤
）
撹
徳
に
於
け
る
封
建
性

　
の
撚
門
題
　
長
崎
潔
“
取
丁
　
傭
や
氷
新
太
郎

、
縛
殊
研
究
の
部
（
一
）
農
村
丈
化
の
葱
撹
第
八
申
曲
校
井
森
隆
辮

“

（
2
芋
粥
の
村
落
f
勝
に
そ
の
力
位
映
定
一
に
つ
い
て
龍
谷
大
難
鈴

　
木
宗
憲
、
　
（
3
）
農
村
融
會
雛
の
醗
隷
に
つ
い
て
　

大
省
大
難
　
池
観
慨
鞠

酪
、
（
4
ご
ミ
ご
亭
イ
ー
・
ス
ク
ー
ル
の
聞
題
岡
幣
高
目
蘇
寡

　
署
、
（
5
）
宗
数
的
村
落
轡
蓬
の
一
側
　
富
山
二
一
　
阿
都
致
太
郭
．
（
6
）

藍
鼠
の
大
童
・
と
都
蹄
の
分
界
人
口
闘
題
砺
究
所
館
稔
．
上
潤
距

　
夫
、
（
7
）
陸
漏
粥
の
「
碍
塞
新
聞
三
つ
い
て
　
軍
電
火
攣
　
一
一
一
崎
　
敦
、

（
8
）
イ
ス
ラ
ェ
告
代
法
と
臼
不
古
代
法
2
較
研
究
一
法
源
の
問
題
を

中
心
と
せ
る
岡
憲
轍
大
匠
熊
硲
開
作
．
す
蒙
架
長
舗
家
族
の
塞
質

　
に
ツ
い
て
　
東
都
火
難
　
姫
岡
　
勤
、
（
鐙
）
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
鞘
ン
濾
動
ρ

　
衣
り
方
　
三
家
澁
谷
擁
長
　
磯
村
英
一
、
（
n
＞
一
働
漕
利
釜
分
筆
嗣
度
に

　
つ
い
て
大
阪
徹
役
研
中
野
蕉
直
、
（
推
）
猫
乙
イ
ン
プ
レ
ー
ζ
ン
期

　
の
賃
銀
難
論
　
大
分
灘
暮
赤
朋
笠
次
郎
．
（
1
3
）
灘
會
扶
助
と
就
禽
保
障

　
同
志
灘
大
離
　
竹
寧
勝
男
、
（
艮
）
農
地
粗
三
法
の
形
態
に
つ
い
て
　
東
蹴

　
大
雅
林
恋
溝
　
　
　
　
　
　
　
　
－

公
開
講
演
愈

（
1
）
黛
本
官
會
の
封
建
的
弛
格
　
京
都
大
學
　
臼
弾
導
物

（
・
ご
家
蕨
形
態
　
副
本
敢
警
影
写
々
長
　
雪
仏
責
｝
嵩

欝
廻
田
皆
は
軟
の
獅
き
も
の
で
あ
る
。
・

「
川
本
融
禽
の
釘
建
酌
響
町
ヤ
：
・
欝
建
騒
麗
の
起
源
と
本
質
と
を
羅

さ
　
…
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蟹
雌
醗
究
　
横
幅
霧
七
十
照
號

澱
の
後
、
鐵
塞
と
鰍
瀕
と
の
対
建
灘
難
⑳
特
質
を
比
較
も
．
鷺
ポ
の
溜
建

凝
は
中
央
菓
嫌
蹴
に
於
て
ま
さ
9
、
巾
央
の
統
瀦
∵
男
に
よ
っ
て
秘
密
の
梁

職
が
維
持
さ
れ
た
が
故
に
、
批
會
的
必
翼
性
に
、
汗
し
く
な
る
心
慮
の
丈
配

を
維
質
的
な
も
の
と
し
て
保
つ
総
に
、
下
位
者
の
歎
從
を
確
保
す
べ
嚢
種

々
の
手
段
が
葭
本
に
於
い
て
ほ
特
に
巧
一
事
密
に
講
ぜ
ら
れ
た
欝
，
臼

塞
農
銑
に
敵
、
歓
洲
の
農
民
を
し
て
農
奴
捜
ら
し
め
た
法
器
に
よ
る
土
地

へ
の
緊
縛
は
乏
し
か
っ
た
が
、
耕
作
胃
雑
な
る
荒
地
は
葺
く
か
ら
人
m
の

飽
瀦
黙
に
近
く
、
爲
に
農
民
の
地
域
的
移
動
は
三
二
に
議
論
ゆ
と
圓
様
に

殆
ん
ど
な
か
っ
た
こ
と
、
鑓
本
に
は
駄
洲
に
於
け
る
が
獅
き
爲
由
都
窟
、

幾
由
市
毘
の
差
立
嚢
展
を
児
な
か
つ
允
こ
と
、
蹟
本
の
弐
恋
癬
に
は
獄
洲

の
武
三
選
に
見
ら
れ
る
著
き
契
納
的
灘
算
当
係
が
獲
達
し
な
か
っ
た
こ
と

等
を
藻
’
げ
て
、
旨
添
・
鍔
建
甑
登
城
の
地
域
的
澱
び
隣
…
鰐
…
的
誘
導
磐
鎧
が
帰
一
に

　
　
　
　
　
　
　
ノ

謡い

f出

ﾅ
あ
り
、
二
一
に
こ
の
嬉
一
瞥
潤
靴
鉱
鱗
け
…
R
叢
華
の
細
瓢
候
風
信
噌
双
び
欝
｛
業
の
鶴
W

熟
ハ
性
に
よ
っ
て
交
持
強
化
さ
れ
驚
こ
と
を
萌
か
に
し
、
擬
く
て
特
に
高
蜜

に
蹴
堂
な
り
し
此
の
麗
劃
封
餓
に
よ
っ
て
、
欝
本
人
は
無
肉
鷹
二
二
從
の

態
度
を
蜘
致
さ
れ
、
童
構
…
犠
撫
賦
挫
を
趣
縦
に
掬
塞
さ
れ
岬
○
こ
と
久
し
き

に
及
ん
だ
が
故
に
、
今
廼
も
な
庶
慮
己
の
患
事
例
藩
決
意
に
從
っ
て
背
爲

せ
ん
と
す
る
の
風
に
乏
し
い
の
で
あ
る
。

　
「
家
族
形
熊
ご
：
：
家
族
形
鋸
轡
は
魯
癒
衆
家
族
か
ら
小
家
族
へ
雛
化
し
、

た
と
い
は
れ
る
。
大
家
族
と
小
家
族
の
麗
溺
は
戒
員
の
多
少
に
読
Φ
も
の

と
家
長
的
家
一
二
で
あ
る
か
蒼
か
に
よ
る
も
の
と
の
二
つ
が
あ
る
と
考
へ
ら

れ
る
が
、
曲
∵
盾
の
見
解
は
亥
縛
｝
し
靴
州
い
。
、
蘭
曜
ち
こ
の
見
解
の
心
根
嬢
岬
た
る

白
州
瞬
あ
大
家
族
は
古
代
家
族
の
残
存
形
態
で
は
な
く
、
山
州
串
葉
以
後

六
識

あ
も
の
と
愚
絃
れ
る
。
し
か
ら
ば
霊
代
の
家
族
形
態
は
い
か
な
る
も
の
か
。

駕
倉
院
文
書
に
は
一
癖
の
入
鍛
が
胃
名
を
超
え
盗
綱
も
見
ら
れ
る
が
、
そ

の
中
★
＋
骸
以
烹
は
奴
簿
で
あ
り
、
し
か
も
こ
れ
が
｝
夏
帯
を
輩
位
に
欝

か
れ
た
も
の
か
否
か
明
か
で
な
い
こ
と
、
國
一
人
乏
一
ケ
所
に
記
載
さ
れ

て
い
る
揚
倉
の
あ
る
こ
と
、
婦
入
の
数
の
多
す
ぎ
る
こ
と
癩
》
の
轍
か
ら
、

隅
女
書
の
記
載
は
織
に
儒
じ
難
い
。
古
代
家
族
形
態
を
推
測
・
ず
る
最
難
目
の

手
段
は
古
代
人
の
住
腸
の
遺
跡
を
し
ら
べ
る
こ
と
で
あ
る
。
君
達
嘗
代
の

糠臨

ﾟ
跡
嘩
最
ヵ
r
の
も
の
で
・
も
十
六
蝉
工
芸
の
」
も
の
で
あ
る
。
　
こ
の
醗
鰍
さ
の

中
か
ら
櫨
と
通
路
の
三
分
と
し
て
約
二
分
の
一
の
二
二
を
藻
引
か
ね
ば
・
な

ら
な
い
か
ら
、
最
大
限
に
入
間
が
生
活
す
る
と
し
て
も
、
六
、
算
入
を
超

え
得
な
い
。
久
詳
論
の
塘
築
技
置
酒
の
黙
か
ら
考
へ
て
も
、
青
り
に
大
な
る

家
は
建
て
欝
な
い
磐
で
あ
る
、
以
上
要
す
る
に
古
代
家
族
は
多
撒
の
人
膨

が
捕
一
の
家
に
、
か
ま
ど
を
岡
じ
く
し
て
み
た
と
考
へ
ら
れ
な
い
。
記
蝋

と
い
ふ
も
の
は
墨
例
的
な
こ
と
を
紀
す
こ
と
が
多
い
の
だ
か
ら
、
丈
書
の

一
惇
の
認
載
を
以
て
全
般
を
推
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
又
人
数
が
縫
り
に

多
け
れ
ば
家
族
の
感
轍
磁
舎
は
う
ま
く
ゆ
か
ぬ
の
が
常
然
で
、
結
髪
の
最

も
張
い
も
の
が
療
族
と
し
て
覆
り
、
鶴
は
分
散
せ
ざ
る
を
轟
な
い
。
‘
こ
の

黙
か
ら
竜
家
族
形
態
は
旧
聞
的
に
そ
れ
猷
ど
卜
し
い
雛
化
を
途
げ
た
も
の

と
思
は
栖
ぬ
。

　
か
く
て
大
家
族
か
ら
小
家
族
へ
と
い
ふ
こ
と
は
、
多
人
数
寂
族
か
ら
少

人
数
家
族
へ
と
い
ふ
意
味
で
は
な
く
、
家
長
的
家
族
か
ら
し
か
ら
ざ
る
も

の
へ
の
訊
拙
味
に
解
セ
嘱
れ
ば
な
ら
な
い
。
（
駄
會
學
鋤
剛
手
記
。
文
、
一
声
雀
記
者
）

ノ


